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T2 （複数）＊ 複数 複数
（V12，13） 否定 否定 否定 肯定
＊　第13行の　くfant6mes　blancs》はくsaintes》
と言い換えることが出来る。
＊＊　第1三行詰飾にはDieuは出現しないが，不在のぞ
の神は明らかにキリスト教の唯一神である。　　．
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ジェニナスカは，天上を支配する唯一神と，この天界から追われた神々（1es　dieux
chthoniensという表現がとられている）について，「価値を認められる対象とな
るのは，宇宙のどこに位置するかということではなく，神格が単数的性格を持つか
複数的性格を持っかということである40）」と指摘しているが，これと全く同じこと
アレゴリー
が「聖女」あるいはその寓意である「薔薇」にっいても言える。そして単数の行為
者である「聖女」（あるいは「薔薇」）の価値の決定的な肯定は，最終行でなされ
るのである。
きよ
深淵の聖女がわが眼にはますます聖い！
「深淵」あるいは地獄から姿を現わす聖女のイマージュは，ネルヴァルにあって
は原イマージュとでも名付けるべきものである窪1）昔詩人の観た古代の神話劇の一場
面は，記憶の中で次第にその劇としての時間，空間の枠組を失い，っいには詩人の
思いがつねにそこに帰ってゆく精神的宇宙のひとつの光景へと転化してしまう。そ
こは，死んだ，愛する女が待っところであり，追放された神々の棲息するところな
のだ。「もうひとっの空」とは，即ち「深淵」のことだったのである。
「深淵abime」は，ジェニナスカの指摘にもあるように，否定的な意味ばかりで
はなく，肯定的な意味くc（£ur》をも持っているぎ2）この詩にあっては，天上と深淵
（地獄）の価値は逆転されているのだぎ3）「ナポリの聖女」は上下の軸（天上一地上）
を結ぶ試みに失敗したとわれわれは先に述べたが，空間的な上下の軸は地上一深淵
（地下）の間に見事に成立しているのである。＜Rose》を仲介とする水平方向の
軸（西と東，あるいは北と南）と，＜Sainte＞を仲介とする垂直方向の軸とが交
叉することによって，「天の砂漠」では見つけることの出来なかった十字架，新し
い＋字架が完成する。地獄的な，異教的な＋字架。しかし仲介者としての「聖女」
の役目は全うされたのである。
イダソテイテ
「深淵の聖女」の身分証明は，ここに，「私」との関係に於て明らかにされる。
ひと
彼女は「私」にとって「唯一の女」，そして「女王」である。死と時間の変容によ
って「私」も又「聖女」の「聖なる夫」，「王」となる。第3行，第4行の問に初
めて答が出されたわけである。「深淵の聖女」は又，深淵を統べる女神であり，深
ラ・モ　ル　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ・モー〃
淵そのもの，宇宙そのものの顕現でもある。「死せる女」であると同時に「死」で
ラ　・　ス　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル・スル・モマン
あり，「唯一の女」であると同時に「唯一の瞬間」でもあるのだ。＜La　Treiziさme》
と＜la　Seule＞の対立は，彼女の性格の裡に止揚される。「深淵の聖女」には「聖
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ロザリア」という詩人の自註があるが，この聖女は詩人にとっては現実の恋人と女
神との合一した存在であるぎ4）詩人の枕辺に現われ，「私はマリアその人であり，そ
なたの母その人であり，又あらゆる姿の下にそなたが常に愛したその人なのです。
そなたが試練にあうたびに，私は貌を蔽っている仮面をひとつずつ脱ぎすてて来ま
した。そなたは間もなく在るがままの私の姿を見るでしょう……45）」と述べる。そ
れは深淵＝夜の女神，アルテミスなのである。
「夜」は様々な貌をもっ。「夜」は「立ち帰って」来ては人間を脅かす。光を奪
う，それは「死」である。「私」の周りに「時間」の乱舞　「死」の舞踊。だがそ
の「死」を超える愛の忠実さに，「死せる女」の真の姿が次第に顕わになる。相容
れないものの対立を超越し，取り戻し得ぬものをより高い次元で取り戻すことの可
能性を，第1行の＜La　Treizieme＞，第8行のく1a　Rose　tr6mi6re》と呼応
しつっ，最終行のくLa　Sainte　de　1’Abfme》は詩人に告げている。見極め難いも
のを見っめ続ける「私の眼」に，「夜」は次第にその姿を変える。「時間」と「死」
も又。
W　＜EL　DESDICHADO＞とくARTEMIS》
『幻想詩篇』は全部で12のソネから成っている。「廃嫡者」，「ミルト」，「ホ
一ルス」，「アンテロス」，「デルフィカ」，「アルテミス」という6篇の詩がその前半
部を構成し，それら6篇の詩とやや趣を異にする「緻撹山上のキリスト」（この詩
は5つのソネから成る）及び「黄金詩篇」という2篇の詩が後半部を構成している。
われわれがとりあげた「廃嫡者」及び「アルテミス」は従って，r幻想詩篇』前半
部の冒頭と最終の位置をしめているわけである。前半の6篇の詩はいずれも，オー
プアーズ
レリァ＝ジェニー・コロンと詩人の間の愛の神話の様々な相をうたったものである
が，とりわけ件の2篇の詩の間には深いっながりがあり，その血縁関係の深さは多
くの研究者によって指摘されてきた。
2篇の詩を貫いているテーマは，生と死の対立の超克，取り戻し得ぬ時間の超克
である。そしてこの至難の試みは，「廃嫡者」では男性の行為者（「私」）によって
なされ，「アルテミス」では女性の行為者（女神，あるいは「死せる女」，「聖女」）
によってなされる。この行為者は，それぞれの詩の冒頭にくJe》及びくLa　Treizieme》
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イダソテイテ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イダンテイ
として現われる。この試みは又，行為者の身分証明を求める試みでもある。身分証テ明が確立されたとき，相互の愛は完全なものとなる。このとき初めて，「時間」は，
そして「死」は，別の相貌をとって現われるのだ。
2篇の詩にはくRose》，＜Fleur＞，＜C（£ur＞，＜Reine》，＜Sainte＞とい
モクレ
う5つの共通する名詞がある。いずれも詩の中で鍵語となる重要な名詞である。だ
イダンテイテ
がこれらの語彙は，男性行為者の身分証明が問題となる詩の中におかれるか，女性
行為者のそれが問題となる詩の中におかれるかにより，その果す役割が微妙に異っ
てくる。
カ　　ト　ラ　ソ
＜Rose＞は，いずれの詩においても第2四行詩節の最終行に（はじめて）現わ
カ　ト　ラ　ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テ　　ル　　セ
れ，四行詩節群をしめくくり，三行詩節群への展開を用意する中継点に位置してい
る。この花が話者（男性）の恋人（女性）に属するものとされているのも2つの詩
に共通している。だが，「廃嫡者」では「薔薇」が回帰する自然界の時間の象徴た
る「葡萄の蔓」と結びっいて，詩人の願望の対象となっているのに対し，「アルテ
ミス」の＜Rose　tr6miさre＞は，相異なる様々の要素の矛盾を自らの裡に止揚す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ
る存在の象徴である。「廃嫡者」の「花」が，　「薔薇」と同じく男性行為者の願望
の対象であるのに対し，「アルテミス」第10行の「花」は，同じ行の「薔薇」と共
に，女性行為者そのものの再定義である。
「心」は「廃嫡者」では男性行為者に属し，それは「悲しみに満ちて」いる。「ア
ルテミス」に於ては女性行為者に属し，それは「すみれ色」である。だが，「悲し
イダンテイテ
みに満ちた心」もっ男性行為者が「女王」によってその身分証明の印を授けられ，
さらに自らなした行為（〈J’ai　rev6．．．〉及び〈J’ai　travers6．．．〉）は肯定され
て自らの使命を全うするのに対し，「すみれ色の心」（「燃える心」と同義語で，「悲
しみに満ちた心」に対して肯定的・積極的な意味を持つ）の女性行為者の方は，「女
イダンテイテ
王」としての身分証明は保留され，さらになした行為（＜As－tu　trouv6．．．？》）は否
定されるという対照を示す。こうして語られてきた男女両性の行為者のそれぞれの
状況は，それぞれの詩の最終行の＜Sainte＞という語によって受けとめられ，結
ぴあわされてゆく。
男性行為者は「女王バルキス46）」の接吻を額に受けることにより，「王」たるこ
とを証明された。この「王」とは，「地獄の霊たちと（女王バルキスを）争ってい
る王者47）」ソロモンの対抗者，つまり「地獄の霊たち」の「王」であり，地下の世
界への往き来に成功した芸術家アドニラム48）である。「王」となり，「勝利者」と
なった男性行為者は竪琴をかなでたのだが，しかしその竪琴が伴奏したもの，それ
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は「聖女のため息」だったのである。われわれは「聖女のため創と「妖精の叫び」
に，愛が死あるいは禁忌の侵犯によって断絶された女性の哀しみの表現を認めた。
より正確に言い直せば，愛そのものが断絶されたのではなく，死あるいは禁忌とい
イダンテイテ
う障壁を越えてなお愛を与え続ける女性としての身分証明が，女性に認められてい
ないのである。つまり，最終行の「聖女」と，永遠の愛の象徴の赤い印を詩人の額
に与えた「王女」との結びつきは，「廃嫡者」に於ては完全ではないのだ。
「アルテミス」第11行に於いては，女性行為者の試みが失敗に終ったことが認め
られた。しかし最終節では詩人の激しい怒りの叫びで天上の神は呪われる。そして
反対に「深淵」が至福を与える世界として賛えられる。大きな価値転換がここで行
われるのである。あのアドリエンヌの相貌を持つ「深淵の聖女」が，至高の聖らか
さをもって詩人の前に現われる。女王としての気高さ，強さと，ひとりの女性（恋人）
おとめ
としてのやさしさ，処女の清らかさと，母の大いなる愛を一身に集めて。話者（「廃
嫡者」に於て完全な恋人と認められた男性行為者，深淵の精霊たちの王にして芸術
家）は今こそこの「聖女」を，深淵の「女王」として，「光の精，我が妹，我が花嫁49）」
として認めたのである。《．．enfin，　je　vous　ai　trouv6e！＞50）神秘的な愛はこ
こに全きものとなる。
もう一度ジェニナスカを引用しよう。「廃嫡者」第1節に始まり，「アルテミス」
最終行で完結する世界について彼はこう述べている。「すべての光を奪われた空虚
な空に，深淵の，星ちりばめた夜の輝きが呼応している。冒頭で，死んだ，あるい
は光の消えたとうたわれた星は，rアルテミス』の最後で再び輝くのである。宇宙
的聖女，生の伝達者，人間と宇宙の仲介者たる彼女は深淵を照らし出し，再び見つ
け出す行為の可能な夜を明るくするのである§1）」
（Suite）
註
1）アルテミスはローマ神話のディアーナと同一神格とみなされている。
ニンフ2）伝説によれば，女神の雇従のひとり，女精カリストーはその美しさをゼウスに
に愛されてその子を宿し，水浴の際にこれを女神に見破られてしまった。怒った
アルテミスはカリストーを追放したとも，熊の姿に変えてしまったともいわれる。
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又，女神の水浴を見た狩人アクタイオーンは鹿の姿に変えられ，自分の連れてい
た50匹の犬に咬み殺されたという。
3）　＜Sylvie》　（NERVAL：　0∋uvres　I，　Bibliothさque　de　la　PI6iade，　p．248）
（以下の註でネルヴァルのテキストの引用はすべて同書により，作品名と頁数の
みを記す。）
4）　J．ONIMUS：＜Art6mis　ou　le　Ballet　des　Heures＞，　Mercure　de
FranceレV－1955．
5）　＜Aur61ia＞　p．404
6）　＜Sylvie》　P．241
7）P．Eluardが所蔵していたこの詩の草稿には，＜Treiziさme＞の箇所にくLa
XIIIe　heure（pivotale》・というネルヴァルの自註がある。
　　　　　　　　　　　　　　　rW）＜Sylvie＞の中で詩人は過去を取り戻す旅に出る決心をするが，その出発の時
間が午前一時であった。＜Sylvie》第3章参照。又「オーレリアの初稿」には，「＋
二時がなった。私には最後の時であった。（……）午前一時頃（友人が）私をお
いていってしまい，私はたったひとりになったので（……）」とある。
9）　＜Aur61ia》　p，404
10）ここで初めてLa　Treiziさmeに付されたネルヴァルの自註くLa　XIIIe　heure
（pivotale）〉　の意味が理解される。1a　Treiziemeは巡り来る時間の中の第十
三時であると共に，その回帰的時間の輪を逃れた「中軸」の時間でもあるのだ。
　　　　　　　　’P1）R．de　RENEVILLE：＜L’Exp6rience　po6tique》（邦訳r詩的体験』中川
信吾訳，国文社P．80）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、P2） J．JENINASCA： ＜Analyse　structurale　des　CHIMERES　de　Nerval＞
Baconniεre，　P．111
13）　＜Sylvie＞　p．242
14）この詩のこの部分の解釈は訳者によってかなり異なるようである。眼にふれた
主なものだけを例として挙げてみる。
おお女王よ！最初の女か最後の女かP
王よ，唯一の恋人か最後の人かP　……
（中村真一郎，入江康夫訳）
なぜならきみは女王，おお！　始原のそれとも末朝の
そしておまえは王，唯一のそれとも最後の恋人P　…・・
（篠田知和基訳）
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というのも女王だからか，おお
お前は！最初のものか最後のものかP
お前は王か，唯一の，あるいは最後の愛人なのかP
（小副川明訳）
なぜならきみは女王だからだが，
おおきみは！最初の女かそれとも最後の女王なのかP
きみは王だが，唯ひとりのそれとも最後の恋人なのかP
（小浜俊郎，後藤信幸，山口佳己訳）
というのもお前は女王なのか，
お・お前！最初の女なのか，最後の女なのかP
お前は王なのか，お前は唯一の男なのか，最後の恋人なのかP
（橋本綱訳）
15）＜le　Seul》　はく1e　seu》　と小文字で書かれたヴァリァントもあり，そ
の場合，　＜le　seul》　と＜le　dernier＞をともにくamant》にかける解釈
も可能である。
16）　Lettre　a　Jenny　Colon　IX，　pp．764，765
17）　＜Aur61ia》　　p．374
18）　Ren6ville：∫わ鼠　p．82
19）　＜Aur61ia＞　p．374
20）　J．JENINASCA：＜Les　Chim6res　de　Nerval，　discours　critique　et　dis一
cours　po6tique》Larousse，　P．131
21）M．ELIADE：＜Le　Sacr6　et　le　Profane》Gallimard（邦訳『聖と俗』
風間敏夫訳，法政大学出版局）中の次の箇所参照。「聖なる時間は回転的，可逆的，
回復可能な時間という逆説的相貌を呈し，かつ人が祭儀によって周期的に回帰す
る一種の神話的な永遠の現在を表わす。」
22）M．ELIADE：め鼠P．59
23）　J．JENINASCA：ゴ加d　p．137
このような例は『火の娘たち』，『オーレリア』等の散文作品にも見られる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、Q4） J．JENINASCA：＜Analyse　structurale　des　CHIMERES　de　Nerva1＞
p．102
25）　＜Octavie》　p．288
26）’わ泓
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エジプトの大母神イシスが幼な子ホールスを抱いた「黒い聖母像」は，地中海地
方ではしばしばキリストを抱いたマリァ像と同一視された。
27）　rオーレリア』第1部第2章冒頭，「或る町」でオーレリァは他の婦人のとり
なしで，主人公に対する心を和らげる。「或る町」とはブリュッセルのこと。ネ
ルヴァルは1840年冬，この町に滞在し，ジェニー・コロンと再会した。
28）　＜Aur61ia》＞　p．361
29）薔薇と＋字架の組み合わせは，中世の秘密結社「薔薇十字」を想わせる。この
結社の性格や，この結社と，ネルヴァルが関係していたともいわれる秘密結社フ
リー・メーソンとの関係などははっきりしていないが，これらの問題を解明して
ゆくことが本論の目的ではないので，この問題に立ち入ることはやめる。しかし
ネルヴァルに於て薔薇（特に赤い薔薇）が，死滅しては又甦る永遠の生命の象徴
であることは，特に錬金術をもち出さなくても理解されよう。
30）　J．P．　F．　FRIEDRICH　（Jean－Pau1）：　＜Rede　des　todten　Christus　von
Weltgebaude　herab，　dass　kein　Gott　sei＞の一部の仏訳で，　NervalのくLe
Christ　aux　Oliviers＞の6pigrapheとして引用されている。
31）　＜Le　Chdst　aux　Oliviers》
32）’わ鼠
33）　J．JENINASCA：＜Les　Chimeres　de　Nerval，　discours　critique　et　dis一
cours　po6tique》　P．123
34）　＜Octavie＞　p．288
35）　＜Aur61ia》　p．363
36）　＜Delfica＞：＜．．．，ces　Dieux　que　tu　pleures　toujours！》
37）＜Myrtho》：〈＿un　duc　normand　brisa　tes　dieux　d’argile，〉
38）＜Ant6ros》
39）＜Horus＞
40）　J．JENINASCA：’わ鼠　p．158
41）＜Sylvie》には，昔シャーリの礼拝堂で観た古代の寓意劇の思い出の記述があ
る。この劇で，ネルヴァルにとっては恋の原型ともいうべき恋の対象であったア
ドリエンヌが精霊に扮し，燃える剣を手にして深淵から立ち現われる。又，
＜Ang61ique》　にもこれと同じ場面の思い出が語られている。ただしアドリエ
ンヌの名はデルフィーヌとなっている。
42）更にくCe　que　resprit　ne　peut　comprendre　de　fagon　claire；6nigme，
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mystere＞　の意味もある。（＜Grand】しarousse　de　la　langue　frangaise＞
による）
43）第11行＜le　d6sert　des　cieux＞の異文に＜rabime　des　cieux＞　とあ
る。詩人が「天」の方を「深淵」と感じていた証であろう。
44）ネルヴァルが精神病院に入院中に描いた女性の絵について，マクシム・デュ・
カンは次のように証言している。「七つの星をいただいた巨大な女性にひかれて
すべてがまわっている。龍が這う大地に足を踏まえたその女性は，同時にディァ
一ナと聖女ロザリアとジェニー・コロンを象徴しているのだった。」　（M．du
CAMP：＜Souvenirs　litt6raires＞）
45）　＜Aur61ia＞　p．399
46）　「廃嫡者」の草稿には，第10行「女王」に〈Reine　Candace？〉というネル
ヴァルの自註がある。「カンダスの女王」とはシバの女王バルキスのこと。＜Voyage
en　Orient＞中の＜Les　Nuits　de　Ramazan＞　第3章で語られるくHistoire
de　la　Reine　du　matin　et　de　So1㎞an　prince　des　g6nies＞を参照。
47）　＜Voyage　en　Orient＞：　P．593
48）＜Histoire　de　la　Reine　du　Matin　et　de　Soliman　prince　des　g6nies＞
の主要人物。トバルカインの後商とされ，トバルカインに導かれて地獄下りを行
う。女王バルキスの愛は彼に与えられる。
　　　　　　　　　　　　替S9）∫わ鼠P．575
50）’わ泓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、T1）J．JENINASCA：＜Analyse structurale　des　CHIMERES　de　NERVAL＞
p．146
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